
新課程移行期の
課題と実践

―　大阪府立吹田東高校の事例から　―

１０月号に引き続き、新課程移行期ならではの共通の課題とその解決策を考える。
今号では、幅広い学力層の生徒が入学しながらも各生徒の学力を引き上げ、
生徒の希望進路を実現させている大阪府立吹田東高校の事例を基に、

ＳＩを軸とした指導の流れを検証する。

学校の根幹を見つめ、今の指導を次代の指導へとつなぐ 新課程への助走

課程移行期のポイント 大阪府立吹田東高校の実践
「入学してきた生徒の力を伸ばす」
というSIを確認し目線を合わせる

●SIの見直し・再確認
＊2011年2月号特集など

入学生へのアンケート調査により
生徒の実態を把握
進路マップなどを活用し、学年の
強み弱みといった観点から生徒を
把握
入学生へのアンケート、進路マッ
プの結果を基に生徒と面談

●

●

●

中学校の指導状況を知る
高校入学時の生徒の状況把握を行
う（高校入試分析など）
面談などをこまめに行い、短いス
パンで生徒の変化を把握する

●

●

●

生徒の実態を精緻に把握

＊2011年6、9月号特集など

「進路指導研修会」を開き、教師
全員で生徒を見取り、学年団で方
針を固める
成績中位層を中心とした授業を展
開。上位層には実力養成講習を開
講。下位層には定期考査前に指名
補習を行い学力の底上げを図る

●

●

現行課程の総括
柔軟性のあるカリキュラムを策定
枠組み（カリキュラム）だけでなく、
中身（授業）を充実させる方法を
検討

●

●

●

カリキュラム・指導計画の見直し

＊2010年2月号特集など

若手教師への研修会「ＧＵＴＳ」
で授業力を養成
少人数授業のクラス編成の工夫
授業評価アンケートによる授業の
見直し

●

●

●

「量から質」への転換
SIと生徒把握を基に授業をつくる
削られる内容、増える内容を意識
して授業をつくる

●

●

●

授業・指導の見直し

＊2010年6月号特集など

実
践
に
対
す
る
評
価
（
効
果
検
証
）

＊は関連する月号

すい た

　
課
程
の
移
行
期
に
、
生
徒
の
気
質
の

変
化
を
感
じ
る
教
師
は
多
い
。
更
に
、

今
回
の
新
課
程
で
は
学
力
層
の
拡
大
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
時
期
だ

か
ら
こ
そ
、
Ｓ
Ｉ
（
学
校
目
標
）
に
立

ち
返
り
、
取
り
組
み
を
見
直
す
視
点
が

必
要
だ
。

　
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
Ｓ
Ｉ
を
再
確
認

し
た
上
で
、
こ
の
10
年
で
生
徒
把
握
を

緻
密
に
行
い
、
学
力
層
に
合
わ
せ
た
指

導
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
生
徒
の
希
望

進
路
の
実
現
を
果
た
し
て
き
た
大
阪
府

立
吹
田
東
高
校
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

課
程
の
移
行
期
に

学
校
の
力
を
付
け
る
ポ
イ
ン
ト
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大
阪
府
立
吹
田
東
高
校
は
こ
の
10

年
間
で
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
た
。
改

革
前
は
関
関
同
立
（
＊
１
）
の
合
格

者
は
５
人
程
度
、
産
近
甲
龍
（
＊
２
）

の
合
格
者
は
25
人
程
度
で
あ
っ
た
が
、

２
０
１
１
年
度
の
合
格
者
は
産
近
甲
龍

が
延
べ
85
人
、
関
関
同
立
が
延
べ
41
人

と
大
き
く
伸
び
た
。

　
同
校
は
か
つ
て
、
生
徒
の
容
儀
に
乱

れ
が
見
ら
れ
、
遅
刻
も
恒
常
的
に
多
い

学
校
だ
っ
た
。「
自
主
自
律
」
の
下
、

生
徒
が
希
望
し
た
進
路
を
教
師
が
そ
の

ま
ま
受
け
入
れ
る
傾
向
も
強
か
っ
た
と

い
う
。
石
田
孝
男
先
生
は
「
入
学
し
た

生
徒
の
能
力
を
３
年
間
で
伸
ば
す
こ
と

が
出
来
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
校
全

体
が
『
ぬ
る
ま
湯
状
態
』
に
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
」
と
振
り
返
る
。

　
00
年
度
に
着
任
し
た
校
長
が
学
校
経

営
方
針
を
大
転
換
し
た
の
が
、
改
革
の

始
ま
り
だ
っ
た
。「
自
主
自
律
」
の
Ｓ

Ｉ
を
見
直
し
、「
入
学
し
て
き
た
生
徒

全
員
の
力
を
卒
業
ま
で
に
引
き
上
げ
よ

う
」
と
い
う
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。

金か
な

藤ふ
じ

剛た
け

通み
ち

先
生
は
当
時
を
次
の
よ
う
に

振
り
返
る
。

　「
本
校
は
府
内
の
中
堅
校
で
あ
り
、

勉
強
が
好
き
な
生
徒
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
生
徒
た
ち
の
学
力

を
上
げ
る
に
は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣

の
確
立
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
、
ま
ず

遅
刻
を
な
く
し
て
始
業
時
間
を
厳
守
す

る
こ
と
と
、
頭
髪
や
服
装
、
あ
い
さ
つ

な
ど
の
徹
底
的
な
生
活
指
導
を
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
ら
の
指
導
は
生
徒
の
授
業

態
度
を
良
く
す
る
効
果
だ
け
で
な
く
、

授
業
が
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
で
、
教

師
が
授
業
準
備
を
入
念
に
行
う
よ
う
に

な
る
と
い
う
効
果
も
生
み
ま
し
た
」

　
し
か
し
、
改
革
が
す
ん
な
り
と
成
果

に
結
び
付
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

生
活
指
導
・
学
習
指
導
に
厳
し
い
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
裏
目
に
出
て
、
５
年
程

前
に
は
一
度
、
定
員
割
れ
を
し
た
。
し

か
し
、
教
師
た
ち
は
悩
み
な
が
ら
も
、

「
手
を
掛
け
て
生
徒
の
力
を
伸
ば
す
」

こ
と
こ
そ
が
自
校
の
Ｓ
Ｉ
で
あ
る
と
再

確
認
し
、
改
革
の
手
を
緩
め
る
こ
と
は

し
な
か
っ
た
。

　
生
徒
を
伸
ば
す
に
は
、
ま
ず
目
の
前

の
生
徒
を
正
確
に
見
取
り
、
そ
の
成
長

を
継
続
的
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
４
月
に
は
新
入
生
全
員
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、「
本
校

は
第
１
志
望
か
」「
通
っ
て
い
た
塾
は

ど
こ
か
」
な
ど
を
尋
ね
て
い
る
（
Ｐ
．

40
図
）。
小
野
茂
喜
先
生
は
そ
の
理
由

を
次
の
よ
う
に
話
す
。

大
阪
府
立
吹
田
東
高
校
教
頭

今
井
洋
子

Im
ai Y

o
k

o

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１

年
目
。

大
阪
府
立
吹
田
東
高
校

小
野
茂
喜

O
n

o
 S

h
ig

ek
i

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７

年
目
。
進
路
指
導
主
事
。

大
阪
府
立
吹
田
東
高
校

◎
大
阪
府
北
部
の
千
里
丘
陵
に
１
９
７
４
（
昭
和
49
）

年
開
校
。
シ
ラ
バ
ス
や
授
業
評
価
、
学
校
協
議
会
制
度

な
ど
を
府
内
で
も
い
ち
早
く
導
入
し
て
き
た
。

◎
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
３
６
０
人

◎
２
０
１
１
年
度
の
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
◎
国
公
立

大
は
信
州
大
な
ど
に
２
人
が
合
格
。
私
立
大
は
関
西
大
、

関
西
学
院
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
京
都
産
業
大
、

近
畿
大
、
甲
南
大
、
龍
谷
大
に
延
べ
１
２
６
人
が
合
格
。

大
阪
府
立
吹
田
東
高
校

石
田
孝
男

Ish
id

a T
ak

ao

教
職
歴
41
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10

年
目
。

大
阪
府
立
吹
田
東
高
校

金
藤
剛
通

K
an

afu
ji T

ak
em

ich
i

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11

年
目
。

大
阪
府
立
吹す

い

田た

東
高
校

入
学
時
か
ら
の

緻
密
な
生
徒
把
握
で

全
て
の
学
力
層
を
引
き
上
げ
る

学
校
事
例

Ｓ
Ｉ
を
見
直
し
て

抜
本
的
な
改
革
に
着
手

綿
密
な
生
徒
把
握
で

変
化
に
応
じ
た
対
策
を
打
つ

＊１　関西大、関西学院大、同志社大、立命館大の呼称　　＊２　京都産業大、近畿大、甲南大、龍谷大の呼称
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新課程への助走

　「
本
校
が
第
１
志
望
か
ど
う
か
は
重

要
な
情
報
で
す
。
第
１
志
望
で
あ
れ
ば

生
徒
も
保
護
者
も
意
欲
は
高
い
で
す

が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
学
校
生
活
に
対

し
て
前
向
き
に
な
れ
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
生
徒
に
は
一
層
の

気
配
り
が
必
要
で
す
」

　
担
任
は
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
な
が

ら
、
入
学
直
後
に
生
徒
全
員
と
面
談
を

行
う
。
第
１
志
望
の
生
徒
に
は
入
学
し

た
だ
け
で
満
足
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う

に
、
そ
う
で
は
な
い
生
徒
に
は
学
校
で

の
目
標
や
居
場
所
を
早
く
見
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
声
を
掛
け
る
。
６
月
に
は
三

者
面
談
、
11
月
に
は
二
者
面
談
を
行

い
、
生
徒
の
状
況
を
把
握
す
る
。

　
更
に
、
進
路
マ
ッ
プ
な
ど
を
活
用
し

た
デ
ー
タ
に
基
づ
く
生
徒
把
握
も
実
施

し
た
。
過
去
６
年
分
の
デ
ー
タ
結
果
を

基
に
分
析
し
、
５
、
11
月
の
年
２
回
、

教
師
全
員
が
参
加
す
る
「
進
路
指
導
研

修
会
」
で
報
告
し
て
、
全
校
で
共
有
し

て
い
る
。

　「
学
年
と
個
々
の
生
徒
の
強
み
・
弱

み
を
洗
い
出
せ
ば
、
担
任
は
自
信
を

持
っ
て
指
導
で
き
ま
す
。面
談
で
も『
Ａ

大
に
行
き
た
い
な
ら
数
学
を
頑
張
っ
て

３
教
科
で
Ｂ
ゾ
ー
ン
（
＊
３
）
以
上
を

目
指
そ
う
』
と
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て

具
体
的
に
助
言
し
て
い
ま
す
」（
金
藤

先
生
）

　
同
校
が
最
も
力
を
入
れ
る
の
は
、
生

徒
の
大
半
を
占
め
る
成
績
中
位
層
の
指

導
だ
。

　「
本
校
は
生
徒
の
学
力
も
志
望
進
路

の
幅
も
広
い
た
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も

授
業
も
中
位
層
を
伸
ば
す
と
い
う
観
点

で
編
成
し
て
い
ま
す
」（
金
藤
先
生
）

　
更
に
、
中
位
層
の
生
徒
は
自
分
に
自

信
を
持
ち
に
く
く
、
高
い
志
望
を
抱
き

に
く
い
。
先
輩
の
例
な
ど
を
引
き
合
い

に
出
し
な
が
ら
、「
自
分
た
ち
も
難
関

大
に
行
け
る
」
と
い
う
雰
囲
気
を
高
め

て
い
く
指
導
が
大
切
な
の
だ
。

　
ま
た
、
生
徒
が
授
業
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
か
を
把
握
す
る
た

め
、
授
業
評
価
を
年
２
回
実
施
す
る
。

　「
中
位
層
の
生
徒
に
は
ど
う
し
て
も

目
が
行
き
づ
ら
い
も
の
で
す
。
そ
の
た

め
、
授
業
評
価
は
有
効
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
私
は
教
師
に
な
っ
て
40
年
以
上

経
ち
ま
す
が
、
授
業
評
価
で
生
徒
か
ら

改
善
し
て
ほ
し
い
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と

の
中
に
は
、
自
分
が
今
ま
で
考
え
つ
か

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
改
め
て
、
生

徒
の
目
線
に
立
つ
重
要
性
に
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
」（
石
田
先
生
）

　
授
業
評
価
の
結
果
は
教
科
会
で
共
有

し
、
学
年
と
し
て
の
方
針
や
課
題
に
つ

い
て
再
度
、
目
標
設
定
を
行
う
。
組
織

と
し
て
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
だ
。

　
成
績
上
位
層
と
下
位
層
に
対
し
て

は
、
授
業
外
で
の
支
援
を
充
実
さ
せ

た
。
上
位
層
に
は
、
放
課
後
や
土
曜
日

に
自
由
参
加
の
実
力
養
成
講
習
を
開

講
。
下
位
層
に
は
、
生
徒
を
指
名
し
、

定
期
考
査
前
の
２
週
間
分
の
土
曜
日
を

使
っ
て
補
習
を
行
う
。

　「
以
前
は
補
習
に
指
名
さ
れ
る
こ
と

を
嫌
が
る
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
今
は

ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
指
名
さ
れ
な

か
っ
た
の
に
出
席
し
た
い
と
申
し
出
る

生
徒
が
い
る
ほ
ど
、
学
習
に
対
し
て
意

欲
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」（
小
野
先
生
）

図 ２０１１年度　生活進路実態調査（１年生用）の質問項目

問１．吹田東高校が第１希望でしたか。　はい・いいえ
「いいえ」と答えた人は、第１希望の高校名を教えてください。（　　　）高校

問２．本校を希望した理由を答えてください。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問３．吹田東高校はどのような学校だとまわりの人から聞いていましたか。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問４．高校入試に備え、塾に行っていましたか。　はい・いいえ
「はい」と答えた人は、塾の名前を教えてください。（　　　）塾（　　　）校

問５．本校のオープンキャパス見学会、学校説明会で来校しましたか。
はい・いいえ
「はい」と答えた人は、来校した時期にマルをしてください。
８月・１１月・２月・３月
「はい」と答えた人は、その時にどのような印象を持ちましたか。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問６．あなたの得意科目と苦手科目は何ですか。
得意（　　　　　）　苦手（　　　　　　）　　

問７．あなたの学力は総合して中学校でどのレベルだったと思いますか。
あてはまるものにマルをしてください。上位・中の上・中・中の下

問８．高校卒業後の進路希望はありますか。
四年制大学・短期大学・専門学校・就職・未定　その他（　　　　　　　　　）
進路先を具体的に考えている人は書いてください。
（例）＊＊大学、＊＊専門学校、＊＊会社（　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

問９．高校生活に何を期待しますか。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問1０．高校に入学して何か不安はありますか。　ある・ない
「ある」と答えた人は、具体的に書いてください。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＊学校資料を基に編集部で作成

授
業
評
価
を
通
し
て

中
位
層
を
伸
ば
す
授
業
を
実
現

＊３　「学習到達ゾーン」で、中堅私立大の合格可能性が出てくるレベルのこと
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上
位
層
、
下
位
層
の
補
習
の
他
に
、

１
・
２
年
生
に
は
毎
週
火
曜
１
時
間
目

に
小
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
合
格
点
に
到

達
し
な
か
っ
た
生
徒
を
放
課
後
に
残
し

て
、
指
導
し
て
い
る
。

　「
小
テ
ス
ト
を
週
明
け
の
火
曜
日
の

１
時
間
目
に
設
定
し
た
の
は
、
週
末
の

家
庭
学
習
を
教
師
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
狙
い
も
あ
り
ま
す
。
小
さ
な
取
り
組

み
の
積
み
重
ね
が
生
徒
の
学
力
を
保
証

す
る
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
」（
小
野

先
生
）

　
か
つ
て
教
師
と
し
て
同
校
に
勤
務

し
、
11
年
度
に
７
年
ぶ
り
に
再
赴
任
し

た
今
井
洋
子
教
頭
は
、
職
員
室
の
変
化

に
驚
い
た
と
話
す
。

　「
職
員
室
の
雰
囲
気
が
明
る
く
な
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
以
前
は
教
科

ご
と
に
準
備
室
が
あ
り
、
そ
こ
に
個
々

の
机
が
あ
っ
た
た
め
、
学
年
団
で
集
ま

る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
し
た
」

　
教
師
全
員
が
集
ま
る
職
員
室
を
設
け

た
こ
と
が
一
つ
の
転
換
点
と
な
っ
た
。

　
小
野
先
生
は
「
本
校
に
赴
任
し
た

時
、
休
み
時
間
や
空
き
時
間
に
教
師
が

集
ま
っ
て
、
生
徒
の
個
人
名
を
挙
げ
て

話
を
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
」

と
語
る
。
就
業
時
間
以
外
で
も
教
師
た

ち
が
集
ま
っ
て
胸
襟
を
開
い
て
話
す
機

会
が
増
え
た
そ
う
だ
。

　
こ
う
し
た
学
校
の
雰
囲
気
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
学
年
で
効
果
が
あ
っ
た
取
り

組
み
を
学
校
全
体
に
広
げ
や
す
い
。
例

え
ば
、
２
年
生
の
中
だ
る
み
防
止
の
た

め
に
外
部
講
師
を
招
き
進
路
講
演
会
を

開
く
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
た
と
こ

ろ
、
例
年
と
比
べ
学
力
の
推
移
に
変
化

が
見
ら
れ
た
。
指
導
の
軸
は
守
り
つ
つ

も
、
学
年
独
自
の
工
夫
を
重
ね
、
成
果

の
検
証
を
行
っ
た
上
で
次
の
学
年
に
引

き
継
い
で
い
く
。
こ
う
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
組
織
的
に
回
し
て
い
る
こ

と
が
同
校
の
強
み
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
３
年
前
か
ら
「
Ｇ
Ｕ
Ｔ
Ｓ

（
ガ
ッ
ツ
）」
と
い
う
若
手
教
師
塾
を

開
き
、
教
師
の
指
導
力
向
上
に
も
力
を

入
れ
る
。
現
在
の
塾
長
は
小
野
先
生

で
、
メ
ン
バ
ー
は
新
任
の
23
歳
か
ら
30

代
前
半
ま
で
、
非
常
勤
講
師
を
含
め
た

10
人
だ
。
授
業
力
向
上
の
取
り
組
み
と

し
て
、
小
野
先
生
の
授
業
を
参
観
し
た

後
、
小
野
先
生
が
メ
ン
バ
ー
の
授
業
を

見
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
。
そ
の
他

に
、
毎
回
の
研
修
会
で
は
進
路
指
導

や
学
級
経
営
な
ど
の
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
二
つ
の
班
に
分
か
れ
て
討
議
、
話

し
合
っ
た
内
容
を
発
表
す
る
。
同
校
で

過
去
に
あ
っ
た
課
題
を
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
ー
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
も
あ

る
。
新
課
程
の
全
面
実
施
や
団
塊
世
代

の
大
量
退
職
を
控
え
、
授
業
力
を
中
心

と
し
た
若
手
教
師
の
指
導
力
の
育
成
が

急
務
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

　
変
化
す
る
生
徒
の
実
態
を
常
に
把
握

し
、
そ
れ
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
し
て

い
く
姿
勢
は
、
新
課
程
移
行
期
で
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
る
。
中
学
校

段
階
の
学
習
内
容
が
増
え
た
た
め
に
、

高
校
入
学
段
階
で
の
生
徒
の
学
力
差
が

ま
す
ま
す
広
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

か
ら
だ
。

　
金
藤
先
生
は
「
気
を
緩
め
る
と
、
元

の
状
態
に
戻
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
。
少
し
で
も
努
力
を
怠
る
と
、
ま
た

定
員
割
れ
を
す
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

う
し
た
危
機
感
が
あ
り
ま
す
」
と
話

す
。
そ
こ
で
、
新
課
程
移
行
期
に
は
更

に
入
学
者
の
学
力
変
化
を
綿
密
に
把
握

し
、
細
か
に
対
応
し
た
い
と
い
う
。
例

え
ば
、
現
在
は
１
年
生
の
英
語
と
数
学

で
１
ク
ラ
ス
を
２
分
割
し
た
少
人
数
の

授
業
を
実
践
し
て
い
る
が
、
年
度
途
中

で
の
学
力
に
応
じ
た
入
れ
替
え
制
を
導

入
す
る
な
ど
、
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た

運
用
を
検
討
す
る
予
定
だ
。

　「
変
化
に
対
応
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
新
課
程
移
行
期
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ

ま
で
本
校
が
大
切
に
し
て
き
た
生
徒
の

丁
寧
な
把
握
を
軸
に
し
た
指
導
が
重
要

に
な
る
と
思
い
ま
す
」（
小
野
先
生
）

　「
現
状
を
維
持
す
る
だ
け
で
は
後
退

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
努
力

が
更
に
実
を
結
ぶ
よ
う
、
新
課
程
を
契

機
に
学
校
の
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」（
今
井
教
頭
）

　
同
校
の
入
学
生
の
学
力
層
は
ほ
と
ん

ど
変
わ
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
大
学
合
格
実
績
は
堅
調
に
推
移
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
入
学
生
の
学
力
を

３
年
間
で
伸
ば
し
て
い
る
証
し
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
今
後
も
生
徒
が
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
い
く
の
か
、
注
意
深
く
把

握
し
、
常
に
対
応
を
改
善
し
な
が
ら
、

生
徒
を
伸
ば
し
て
い
く
考
え
だ
。

新
課
程
移
行
後
は
入
学
生
を

更
に
注
意
深
く
把
握
す
る

若
手
教
師
を
育
て

授
業
力
を
向
上
す
る
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